
教科に関する調査結果

１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市教育委員会 5,261 9.2 / 14 65 10.0 3.1 

神奈川県（公立） 68,738 9.3 / 14 66 10.0 3.1 

全国（公立） 964,177 9.4 / 14 67.2 10.0 2.9 

２ 成果と課題

（１） 比較的できていた問題

【調査結果からわかる本市の状況】 〇比較的できている点 ●課題のある点

○目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約したものを選択することはできている。

〔 ２ 一〕

●図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに課題があ

る。〔 １ 二〕

〇趣旨

目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができるかどうかをみる。

〇問題

小学校 国語

２ 一

１ 運動の効果や種類

２ 運動の回数や場所

３ 運動の場所や種類

４ 運動の効果や回数

相田さんが選んだ【資料１】と

【資料２】に書かれている内容とし

て最も適切なものを、次の１から

４までの中から一つ選んで、その

番号を書きましょう。

正答率：90.4％
（全国：90.0％）



正答率：25.6％
（全国：26.7％）

〇趣旨

図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができる
かどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

伝えたいことを明確にし、分かりやすく伝えるためには、どのような図表やグラフなどを用いると

よいかを考えるようにしましょう。また、推敲（すいこう）する際は、図表やグラフなどの用い方は適

切か、文章で説明を加えた方が分かりやすい部分はないかなどの観点で見直していくことが大切

です。

〇趣旨

漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

日頃から、漢字を文や文章の中で使おうとする習慣を身に付けるとともに、各学年で学習する

漢字を文や文章の中で積極的に使うようにしましょう。

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

【正答例】
グラフから分かるように、学校の
田んぼでは雑草が増え続けていた
ため、雑草に栄養をとられてしゅう
かくが減ってしまうかもしれないと
いう問題点がありました。そこで、
雑草取りの回数と人数を増やすこ
とにしました。（100字）

１ 二

川村さんは、選んだカードをもとに、次の【川村さんの文章】の に学校の米作りの問題点とその解決方法について書

こうとしています。あなたが川村さんなら、 に入る内容をどのように書きますか。あとの条件に合わせて書きましょう。

＜条件＞

○学校の米作りの問題点については、

【川村さんの文章】のグラフ（農家の

田んぼと学校の田んぼの雑草の量）

と【カード④】のそれぞれから分か

ることを書くこと。

○問題点の解決方法については、

【カード⑤】をもとにして書くこと。

○六十字以上、百字以内にまとめて

書くこと。

１ 三（１）（２）

（１） 部ア、ウを漢字でていねいに書きましょう。

【正答】 期間

【正答】 意外 正答率：51.0％
（全国：52.8％）

正答率：67.4％
（全国：72.6％）

（２） 部イを書き直したものとして適切なものを、
次の１から３までの中から一つ選んで、その番号を書き
ましょう。

正答率：92.0％
（全国：93.1％）



教科に関する調査結果

１ 調査結果の概要

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市教育委員会 4,957 10.4 / 15 69 11.0 3.3 

神奈川県（公立） 60,261 10.4 / 15 70 11.0 3.4 

全国（公立） 892,738 10.5 / 15 69.8 11.0 3.4 

２ 成果と課題

（１） 比較的できていた問題

【調査結果からわかる本市の状況】 〇比較的できている点 ●課題のある点

○文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述を基に捉え、要旨を把握することについては

できている。〔 ２ 三〕

●情報と情報との関係について理解することに課題がある。〔 １ 二〕

正答率：76.6％
（全国：74.2％）

〇趣旨

文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述を基に捉え、要旨を把握することができる
かどうかをみる。

〇問題

中学校 国語

２ 三

【Ａ】（岸見一郎『本をどう読むか』による。）

【Ｂ】（小林秀雄「読書について」による。）

読書の楽しみについて、【Ａ】では ということが、【Ｂ】では ということが述べられている。ア イ

１ 同じテーマの本を何冊も読むことで、ものの見方を広げる

２ 一人の作家の代表作を選んで読むことで、その作家の特徴をつかむ

３ 同じ本を再度読むことで、以前と違う自分に気付く

４ 一人の作家の全集を隅まで読むことで、その作家の性格や個性を知る

中山さんは、【Ａ】と【Ｂ】の文章で述べられていることを次のようにまとめました。次の と に入る言葉

として最も適切なものを、次の１から４までの中からそれぞれ一つ選びなさい。

ア イ

【正答】

ア ⇒ ３
イ ⇒ ４



正答率：63.7％
（全国：65.1％）

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

〇趣旨

意見と根拠など情報と情報との関係について理解しているかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

相手の意見を理解したり自分の意見を述べたりするためには、原因と結果、意見と根拠など、話

や文章の中に含まれている情報と情報との関係について理解することが重要です。学習する際に

は、考えとともに考えの拠り所となる事例が示されているかを確かめるなど、話や文章の中に示

されている考えと、それを支える根拠との関係を明らかにすることができるようにしましょう。

正答率：76.4％
（全国：82.5％）

〇趣旨

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができるかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

歴史的仮名遣いで書かれている言葉をどのように読むのかを確認し、その規則性について整理

しながら確認するなど、文語のきまりを文章の具体的な表現と結び付けて理解できるようにしま

しょう。

1 二

４ 一

【授業で読んだ「竹取物語」の一部】

＜原文＞

今は昔、竹取の翁といふものありけり。野山にまじりて竹を取りつつ、よろづのことに使ひけり。名をば、さぬきの造となむ

いひける。その竹の中に～（省略）

１ 事例は示されているが、星野さんとの考えと

は内容が矛盾している点。

２ 事例は示されているが、星野さんの考えが書

かれていない点。

３ 星野さんの考えは示されているが、その理由

が書かれていない点。

４ 星野さんの考えと理由は示されているが、理

由として不十分である点。

南さんが【インタビューの前に準備したメモ】に

線部①「『安全性だけでなく、デザイン性や利便

性も大事にしたい』と考えるのはどうしてか。」と書

いたのは、【インターネットの記事】のどのような点

に気付いたからだと考えられますか。次の１から４

までのうち、最も適切なものを一つ選びなさい。

＜原文＞の 線部「いひける」を現代仮名遣いに直し、全てひらがなで書きなさい。 【正答】
「いいける」


